
第３章　健康で元気なまちづくり

３－１　健康づくりの推進

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｓ 35 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,020 1,020

Ｒ９ 1,020 1,020

Ｒ10 1,020 1,020

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 264 264

Ｒ９ 264 264

Ｒ10 264 264

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,574 1,991 3,565

Ｒ９ 1,574 1,991 3,565

Ｒ10 1,574 1,991 3,565

理由：

・事業実施の効果 生活習慣病予防及び重症化予
防のための生活習慣改善を支
援していくため。健康の保持･増進により健康寿命の延伸を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

健康教室・健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援

健康教室・健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援

健康教室・健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援

Ｒ７
健康教室、健康相談、家庭訪問を行い、生活習慣を見直すため
の情報提供をした。

事業費（千円）

健康づくりポイント事業の実施･健康福祉まつりの開催

事業 健康教育・相談・訪問事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

青壮年から高齢期にかけての生活習慣病の発症予防及び重症化予防のため、
健康教室、健康相談会、家庭訪問を実施し、栄養・運動等の健康に関する情
報を提供しながら生活習慣を見直すための支援をする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
健康づくりポイント事業、健康福祉まつりを実施し、健康に関
する意識の向上を図った。

事業費（千円）

健康づくりポイント事業の実施･健康福祉まつりの開催

健康づくりポイント事業の実施･健康福祉まつりの開催

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

・健康づくりポイント事業：健民アプリを活用し、健康づくりを実践しポイントを貯めて景
品に応募できる。楽しみながら取り組める健康づくりを支援する。
・健康づくりイベント：健康福祉まつりなどのイベントを開催し、町民の健康づくりを支援
する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
住民の健康に関する意識の向
上を図るため。健康に関する意識の向上、健康づくりの実践者の増加。

事業 健康づくり組織の育成
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
各地区委員に対し、研修会等を実施し健康づくりの知識を深めるとともに地域の絆づくりを
通して地域全体での健康づくりの推進を図る。
健康づくり推進員（Ｓ35年度より２年任期で委嘱）　会員数６８人（Ｈ30年度より）
食生活改善推進員（Ｈ２年度より２年任期で委嘱）　会員数３７人（Ｈ30年度より）
※食生活改善推進員はR８年度より、委嘱を廃止。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

健康づくり推進活動

健康づくり推進活動

健康づくり推進活動

事業 健康づくりイベント事業
担当課

保健福祉課

・事業実施の効果
地域での健康づくりの推進を
図るため。住民の健康意識の向上と地域全体での健康づくりの推進。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
住民検診の申込書・受診票、食生活改善だよりの配布等、地域
への健康づくりの推進を図った。
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３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0 0

Ｒ９ 0 0

Ｒ10 0 0

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 155 155 310

Ｒ９ 155 155 310

Ｒ10 155 155 310

３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 29 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

保育所入所児対象の栄養教室を実施し食育の推進を図る

学校給食において、安心安全な地場産の農産物や魚介類を積極的に取り入れ
るとともに、学校・地域・家庭が連携して食育推進に取り組み、「食べる
力」「感謝の心」「郷土愛」を育成する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

健康づくりの推進に継続して
取り組む必要がある。児童生徒の健康づくりを推進する。食と健康の意識を育む。

事業 新地町さわやかだ食育推進事業（再掲4-2-3）
担当課

教育総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

事業 食育推進事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

保育所入所児、食育に関する講話及び実習等を実施し、食への関心を持ち、
望ましい食習慣を形成していく。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

食への関心を高め、望ましい
食習慣形成を図るため。食への関心を深め、食の大切さを理解する。

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

令和４年度に「新地町いのち支える自殺対策計画」に基づき、誰も自殺に追
い込まれることがないよう、ゲートキーパー（悩んでいる人に気づき、必要
な支援につなげ、見守ることができる人）の養成をし、また講演会を開催
し、睡眠や休養の重要性を理解し、心の病気についての知識と対処方法を住
民に習得してもらい、自殺対策について推進していく。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

Ｒ７
保育所入所児対象の栄養教室や小学生対象の食育教室を実施し
食育の推進を図った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ3
～Ｒ７

心の健康に関する広報活動を行い自殺対策について啓発を図っ
た。

事業費（千円）

事業 自殺対策推進事業（再掲3-4-6）

保育所入所児対象の栄養教室を実施し食育の推進を図る

保育所入所児対象の栄養教室を実施し食育の推進を図る

担当課

保健福祉課

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

・事業実施の効果
自殺対策に関する啓発を図る
ため。心の健康を保つ方法を理解し、自殺者の減少を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

食育推進事業の実施（食育講演会、食育講座、食の指導、啓発活動）

・事業実施の効果

Ｈ２９
～Ｒ７

学校給食に地場産物を活用することにより、地域の身近な食材を通
して旬や産地について理解し、感謝の心と郷土愛の育成を図った。
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３－１－１ 健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 3,041 48 3,089

Ｒ９ 3,041 48 3,089

Ｒ10 3,041 48 3,089

３－１－２ 母と子の健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,971 2,296 4,267

Ｒ９ 1,971 2,296 4,267

Ｒ10 1,971 2,296 4,267

３－１－２ 母と子の健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 633 7,171 7,804

Ｒ９ 633 7,171 7,804

Ｒ10 633 7,171 7,804

Ｒ７
高齢者に対し、重症化予防のための訪問指導や健康相談等を
行った。

事業費（千円）

健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援

健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援

年度） 施策の方向性と理由

健康相談、訪問事業を実施し、生活習慣改善を支援

高齢者の心身の多様な課題に対応し、個別的支援及び集団的な支援を行って
いく。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
高齢者の心身の多様な課題に
対応し、支援していくため。健康の保持･増進により健康寿命の延伸を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施事業
担当課

保健福祉課/町民生活課

事業
内容

乳幼児の健やかな発育・発達を促すために各節目の時期に専門スタッフによ
る健診を実施し、発達等で経過観察が必要な乳幼児に対し相談会を行う。ま
た、保護者の育児不安の不安軽減となるよう情報提供等や支援を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｒ７
発育発達に応じた子育てができるよう、情報提供や支援を行っ
た。

事業費（千円）

事業 乳幼児支援事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

担当課

保健福祉課

乳幼児健診と発達相談会等の実施

乳幼児健診と発達相談会等の実施

乳幼児健診と発達相談会等の実施

・事業実施の効果
乳幼児の健やかな発育・発達
を促す支援をしていくため。異常の早期発見と育児不安の軽減。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

妊婦の健康管理の充実及び経済的負担の軽減を図り、安心して妊娠・出産が
できるようにする。また、産後においては、助産師会に委託し、宿泊ケアや
デイケア、訪問ケア等で母親の心身のケアや育児サポートを行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

妊産婦の健康管理及び経済的
負担の軽減を図るため。妊婦の経済的負担、産後の育児不安の軽減。

・事業実施の効果

事業 妊産婦支援事業

Ｒ７
妊婦健康診査、産後ケア事業を行い、経済的負担と産後の育児
不安の軽減を図った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

妊婦健診（歯科健診含む）、産後２週間・１か月後健診、産後ケア事業の実施

妊婦健診（歯科健診含む）、産後２週間・１か月後健診、産後ケア事業の実施

妊婦健診（歯科健診含む）、産後２週間・１か月後健診、産後ケア事業の実施
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３－１－２ 母と子の健康づくりの推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 189 77 266

Ｒ９ 189 77 266

Ｒ10 189 77 266

３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,270 204 30,150 31,624

Ｒ９ 1,270 204 30,150 31,624

Ｒ10 1,270 204 30,150 31,624

３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 8,505 303 1,848 10,656

Ｒ９ 8,505 303 1,848 10,656

Ｒ10 8,505 303 1,848 10,656

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

妊娠期から子育て期にわたる切れ目のない支援のために、保健師・助産師に
よる相談支援・訪問指導を実施し、さらに必要に応じ関係機関への連絡調整
等を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

妊産婦の育児不安及び経済的
負担の軽減を図るため。安心して子育てができる人が増える。

Ｒ７
妊娠届時相談及び乳児家庭訪問を行い、産後の育児不安の軽減
を図った。

事業費（千円）

事業 健康相談・訪問指導(妊婦等包括相談支援事業・子ども家庭センター事業）
担当課

疾病の早期発見・早期治療た
め。検診により疾病の早期発見早期治療につなげる。

・事業実施の効果

保健福祉課

事業 成人検診事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

成人検診を実施し疾病の早期発見・早期治療に努める。
（結核・肺がん・胃がん・大腸がん・前立腺がん・乳がん・子宮がん検診）
要精検者の受診勧奨を推進する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

40歳～74歳の国保加入者を対象に、生活習慣病予防のために特定健診を実施
し、異常の早期発見・早期治療を図り、保健指導対象者には保健指導を行
い、生活習慣を見直すきっかけとする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

特定健診と保健指導（集団・個別）の実施

特定健診と保健指導（集団・個別）の実施

特定健診と保健指導（集団・個別）の実施

Ｒ７
特定健診を行い、生活習慣病の早期発見、重症化予防対策を図っ
た。また、特定保健指導を行い、生活習慣を改善し、自己管理でき
るよう支援した。

事業費（千円）

事業 特定健診・保健指導事業
担当課

各種成人検診の実施と疾病の早期発見早期治療の推進

Ｒ７

町民生活課/保健福祉課

理由：

・事業実施の効果
生活習慣病の早期発見し、生
活習慣の改善を図るため。生活習慣病を早期に発見し、重症化予防対策を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果

検診を行い、早期発見・早期治療を図った。
事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

各種成人検診の実施と疾病の早期発見早期治療の推進

各種成人検診の実施と疾病の早期発見早期治療の推進

相談支援・訪問指導及び関係機関との連絡調整等の実施

相談支援・訪問指導及び関係機関との連絡調整等の実施

相談支援・訪問指導及び関係機関との連絡調整等の実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定
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３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 2,176 47,559 49,735

Ｒ９ 2,176 47,559 49,735

Ｒ10 2,176 47,559 49,735

３－１－３ 保健・医療サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 27 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,968 1,968

Ｒ９ 1,968 1,968

Ｒ10 1,968 1,968

３－２ 安全で質の高い医療の充実

３－２－１ 医療体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 119,715 119,715

Ｒ９ 119,715 119,715

Ｒ10 119,715 119,715

事業費（千円）

地域医療の中核機関としてのサービス提供

地域医療の中核機関としてのサービス提供

地域医療の中核機関としてのサービス提供

Ｒ６～
Ｒ７

継続して地域医療の中核機関としてのサービス提供を図る。

事業 公立相馬総合病院運営事業
担当課

総務課/保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

公立相馬総合病院事業の健全な運営及び診療科目拡充に向けた要望活動

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 児童生徒及び保護者を対象に
長期間継続したカウンセリン
グが必要。

ＳＣ(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)やＳＳＷ(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)等の配置により児童生徒の心の
ケアに寄与し、落ち着いた学校環境を取り戻すことができている。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果

地域医療を確保するため。
総合病院の確保

スクールカウンセラー派遣事業・スクールソーシャルワーカー派遣事業等を活用

事業費（千円）Ｈ２７
～Ｒ７

ＳＳＷ等の配置により児童生徒の心のケアに寄与し、落ち着い
た学校環境を継続している。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 スクールカウンセラー・スクールソーシャルワーカー配置事業
担当課

教育総務課

事業
内容

スクールカウンセラー派遣事業・スクールソーシャルワーカー派遣事業等を活用

スクールカウンセラー派遣事業・スクールソーシャルワーカー派遣事業等を活用

年度） 施策の方向性と理由

ＳＣ(ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ)やＳＳＷ(ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ)等を配置し、児童生徒の心のケ
アに努めてきた。引き続き、児童生徒及び保護者を対象に長期間継続したカ
ウンセリングを行っていく。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果

事業 予防接種事業

Ｒ７

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
感染症の蔓延防止のため、各種定期予防接種を実施する。
・定期予防接種  四種混合・二種混合・麻しん風しん・混合・日本脳炎・ＢＣＧ・ヒブ・小
児用肺炎球菌・子宮頸がん予防ワクチン・水痘・Ｂ型肝炎・高齢者肺炎球菌・ロタウイル
ス・インフルエンザ・新型コロナワクチン・帯状疱疹ワクチンの実施

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

担当課

保健福祉課

各種予防接種の実施

各種予防接種の実施

各種予防接種の実施

定期予防接種の接種勧奨を行い、感染症の発症予防とまん延防
止を図った。

感染症の発症予防及びまん延
防止を図るため。感染症の発症予防とまん延の防止を図る。
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３－２－２ かかりつけ医の普及

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

３－２－３救急医療の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 12,047 12,047

Ｒ９ 12,047 12,047

Ｒ10 12,047 12,047

３－３ 高齢者福祉の充実

３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 342 360 213 915

Ｒ９ 342 360 213 915

Ｒ10 342 360 213 915

担当課

担当課

保健福祉課

通いの場の継続支援や介護予防出前講座を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

保健福祉課

疾病の早期発見・早期治療に
つなげるため。

Ｒ７ 相馬市医師会に依頼し、平時夜間救急診療を行った。
事業費（千円）

事業 救急医療の充実
担当課

・事業実施の効果
平日夜間の救急医療の充実を
図るため。救急受診患者への平日夜間診療の充実。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業 普及啓発活動

病気の早期発見・早期治療。

Ｒ７
健康不安解消のため、かかりつけ医を持つことについての普及
啓発を行った。

事業費（千円）

公立相馬総合病院運営事業・平日夜間救急診療事業

公立相馬総合病院運営事業・平日夜間救急診療事業

公立相馬総合病院運営事業・平日夜間救急診療事業

健康相談等を利用し、普及啓発をする

健康相談等を利用し、普及啓発をする

健康相談等を利用し、普及啓発をする

保健福祉課/総務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

２・１・３平日夜間救急診療事業（保健福祉課）：継続
３・２・１公立相馬総合病院運営事業（総務課）：継続

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

健康相談などの機会に、健康に不安を感じたとき気軽に相談できるかかりつ
け医についての講話を実施し、病気の早期発見・早期治療につながることな
ど普及啓発をする。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

住民主体の通いの場を充実し､参加者や通いの場が拡大していくような地域づくりを推進し
ていく。さらに要介護状態になることを予防するための知識の普及に努める。
いきいき百歳体操の活動の場を中心に運動や栄養、認知症予防のための出前講座を行い、高
齢者の健康増進に努める。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
住民主体の通いの場を充実し､参加者や通いの場が拡大していくような地域
づくりを推進し、要介護状態になることを予防するための知識の普及に努め
た。

事業費（千円）

事業 介護予防事業

・事業実施の効果 要介護状態にならないよう、
高齢者の健康増進を図るた
め。自立して生活できる高齢者の増加。

通いの場の継続支援や介護予防出前講座を実施

通いの場の継続支援や介護予防出前講座を実施
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３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 5,422 5,422

Ｒ９ 5,422 5,422

Ｒ10 5,422 5,422

３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 2,074 2,074

Ｒ９ 2,074 2,074

Ｒ10 2,074 2,074

３－３－１ 生きがい体制の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,697 1,697

Ｒ９ 1,697 1,697

Ｒ10 1,697 1,697

敬老の意を表し、福祉の増進
を図るため。敬老意識の高揚

福祉の増進

・事業実施の効果

敬老会（記念式典、アトラクション）の開催

敬老会（記念式典、アトラクション）の開催

敬老会（記念式典、アトラクション）の開催

理由：

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業 敬老会開催事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

敬老会を開催し、高齢者に祝い金等の給付を行い、敬老の意を表し、福祉の
増進を図る。
敬老会としては、記念式典、アトラクション等。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
敬老会を開催し、高齢者に祝い金等の給付を行い、敬老の意を
表し、福祉の増進を図った。

事業費（千円）

事業 そうま広域シルバー人材センター運営事業
担当課

保健福祉課

老人クラブ連合会・単位老人クラブへの助成（カーリングや輪投げ大会等開催）

老人クラブ連合会・単位老人クラブへの助成（カーリングや輪投げ大会等開催）

老人クラブ連合会・単位老人クラブへの助成（カーリングや輪投げ大会等開催）

Ｒ７
老人福祉の増進に資するため、老人クラブ連合会及び単位老人
クラブの運営活動の支援を行った。

事業費（千円）

事業 地域老人クラブ事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の日常生活を健全で豊かなものにし、老人福祉の増進に資するため、
老人クラブ連合会及び単位老人クラブの運営活動の支援を行う。
老人クラブ連合会による、各大会等が行われる。

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の就労機会の提供と生きがいづくりの場を提供するため、広域シル
バー人材センターの運営の支援を行う。
そうま広域シルバー人材センターは、新地町、相馬市、飯舘村が会員とな
り、各市町村において軽作業等の仕事の受託を行っている。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

高齢者の就労機会の提供と生
きがいづくりの場を提供する
ため。

理由：

・事業実施の効果 高齢者の日常生活を健全で豊
かなものにし、老人福祉の増
進を図るため。

老人の健康づくり及び交流
介護予防

事業の進捗・達成状況・今後の予定

シルバー人材センターの運営を維持

シルバー人材センターの運営を維持

・事業実施の効果

Ｒ７
高齢者の就労機会の提供と生きがいづくりの場を提供するた
め、広域シルバー人材センターの運営の支援を行った。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

就業確保、健康維持

シルバー人材センターの運営を維持
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３－３－２　地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 298,512 314,174 182,803 795,489

Ｒ９ 298,512 314,174 182,803 795,489

Ｒ10 298,512 314,174 182,803 795,489

３－３－２　地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 5,928 1,976 2,362 10,266

Ｒ９ 5,928 1,976 2,362 10,266

Ｒ10 5,928 1,976 2,362 10,266

３－３－２　地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 2,640 2,640

Ｒ９ 2,640 2,640

Ｒ10 2,640 2,640

Ｒ７ 居宅介護サービス及び施設介護サービスの給付を行った。
事業費（千円）

事業 介護保険給付事業（施設・在宅）
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

・事業実施の効果 介護認定を受けた被保険者が
介護サービスを受け、家族の
負担軽減及び介護利用者サー
ビスの充実を図るため。

家族介護従事者の負担軽減及び介護利用者サービスの充実。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

居宅介護サービス及び施設介護サービスの給付を行う。
介護認定を受けた被保険者が、被保険者に合わせた介護サービスを受け、介
護保険による給付を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

「認知症初期集中支援チーム」を設置し認知症サポート医とともに活動。「認知症地域推進員」を配
置し医療・介護等の連携強化。地域における支援体制の構築と認知症ケアの向上を行う。
地域にいる認知症が疑われる高齢者の訪問や、認知症相談のオレンジカフェの開催、認知症サポー
ター講座等を行っている。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 認知症の方の初期対応及びそ
の家族の介護負担軽減を図る
ため。認知症の方の初期対応及びその家族の介護負担軽減。

担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

在宅寝たきり老人等の経済的負担の軽減を図り、在宅福祉の増進に寄与する
べく紙おむつを給付する。
紙おむつ利用券を配布し、町内販売店で必要な紙おむつや尿取りパットの購
入をしてもらう。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

「認知症初期集中支援チーム」を設置し認知症サポート医とと
もに活動した。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

認知症の方やその家族等のサポート等の活動を実施

認知症の方やその家族等のサポート等の活動を実施

Ｒ７

事業 家族介護支援事業

Ｒ７
在宅寝たきり老人等の経済的負担の軽減を図り、在宅福祉の増
進に寄与するべく紙おむつを給付した。

事業費（千円）

認知症の方やその家族等のサポート等の活動を実施

介護保険による給付を実施

介護保険による給付を実施

介護保険による給付を実施

紙おむつ給付を実施

紙おむつ給付を実施

紙おむつ給付を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果
介護家族の経済的負担の軽減
を図るため。介護家族の経済的負担の軽減。

事業 認知症支援対策事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
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３－３－２ 地域包括ケアシステムの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 5 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 3,720 3,720

Ｒ９ 3,720 3,720

Ｒ10 3,720 3,720

３－３－３ 生活支援サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,084 1,084

Ｒ９ 1,084 1,084

Ｒ10 1,084 1,084

３－３－３ 生活支援サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 1,485 1,485

Ｒ９ 1,485 1,485

Ｒ10 1,485 1,485

緊急通報システムの貸与及び新規加入者募集を実施

緊急通報システムの貸与及び新規加入者募集を実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 高齢者世帯等見守り活動支援事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築推進を図り、高齢者福祉の増進
に寄与するため、地域の団体に補助金を交付する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 高齢者世帯等の安否確認、見
守り体制の構築推進を図り、
高齢者福祉の増進を図るた
め。

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築推進を図り、高齢者福祉の増進
に寄与。

施策の方向性と理由

Ｒ７
７０歳以上の一人暮らし高齢者の健康保持と社会参加を促し、地域社会との
ふれあいを深める為、社会福祉協議会に補助金を交付し、配食事業を実施し
た。

事業費（千円）

事業 ひとり暮らし高齢者配食サービス事業

Ｒ５
～Ｒ７

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築推進を図り、高齢
者福祉の増進に努めた。

事業費（千円）

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築

Ｒ７
一人暮らし高齢者や重度身体障がい者等に緊急通報装置を貸与し、
急病や災害等の緊急時に迅速かつ適切な対応など見守りを行った。

事業費（千円）

事業 在宅緊急通報システム事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度）

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

７０歳以上の一人暮らし高齢者の健康保持と社会参加を促し、地域社会とのふれあいを深め
る為、配食事業を社会福祉協議会に補助金を交付し実施する。
　配食サービス　月３回（週１回）
　集合サービス　月１回

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業の進捗・達成状況・今後の予定

民生児童委員による弁当配布にあわせて安否確認を実施

民生児童委員による弁当配布にあわせて安否確認を実施

緊急通報システムの貸与及び新規加入者募集を実施

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築

高齢者世帯等の安否確認、見守り体制の構築

安否確認、健康栄養保持。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

民生児童委員による弁当配布にあわせて安否確認を実施

・事業実施の効果 ７０歳以上の一人暮らし高齢
者の安否確認及び健康栄養保
持を図るため。

担当課

保健福祉課

・事業実施の効果
高齢者の安否確認等・福祉増
進を図るため。安否確認等・福祉増進。

一人暮らし高齢者や重度身体障がい者等に緊急通報装置を貸与し、急病や災害等の
緊急時に迅速かつ適切な対応を行う。
通報ボタンによる緊急通報システムや見守りセンサー、定期的に行うお元気コール
など、ひとり暮らし高齢者の見守りを行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：
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３－３－３ 生活支援サービスの充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 7,632 2,544 3,041 13,217

Ｒ９ 7,632 2,544 3,041 13,217

Ｒ10 7,632 2,544 3,041 13,217

３－４ 地域ぐるみ福祉の確立

３－４－１ 町社会福祉協議会等への活動支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 17,068 17,068

Ｒ９ 17,068 17,068

Ｒ10 17,068 17,068

３－４－１ 町社会福祉協議会等への活動支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 365 365

Ｒ９ 365 365

Ｒ10 365 365

相馬地区更生保護サポートセンター運営支援事業
担当課

町民生活課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

相馬地区更生保護サポートセンター設置に要する費用を継続して負担

相馬地区更生保護サポートセンター設置に要する費用を継続して負担

相馬地区更生保護サポートセンター設置に要する費用を継続して負担

相馬地区に犯罪や非行のない安全・安心な地域社会をつくるための拠点、社
会復帰を図ろうとする人の支えとなる保護司等の活動拠点を設置する。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
犯罪や非行のない安全・安心
な地域社会をつくる。相馬地区保護司等の更生保護活動が円滑に行われ、犯罪・非行の防止や再犯

防止に努めることができる。

Ｈ６～
Ｒ７

継続して相馬地区保護司等の活動拠点を確保することで、円滑
かつ充実した活動が実施できた。

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

地域福祉の向上。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

保健福祉課

担当課

事業

事業の進捗・達成状況・今後の予定

社会福祉協議会の運営を維持

社会福祉協議会の運営を維持

地域福祉の推進母体となる社会福祉協議会の育成と活動への支
援事業を行い、福祉充実を図った。

事業費（千円）

地域福祉の推進母体となる社会福祉協議会の育成と活動への支援事業。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

社会福祉協議会の育成と活動
への支援事業を行い、福祉充
実を図るため。きめ細かな福祉充実に寄与。

地域包括支援センターの運営を維持

社会福祉協議会活動補助事業
担当課

社会福祉協議会の運営を維持

・事業実施の効果

Ｒ７

Ｒ７

事業

地域の介護保険の総合的なマネジメントを行う中核機関として総合
相談、支援、介護予防マネジメントを継続的に行った。

事業 地域包括支援センター委託事業

地域包括支援センターの運営を維持

地域包括支援センターの運営を維持

・事業実施の効果

事業費（千円）

理由：

高齢者の総合相談、支援、介
護予防マネジメントを継続的
に行う必要があるため。

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

地域の介護保険の総合的なマネジメントを行う中核機関として総合相談、支
援、介護予防マネジメントを継続的に行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由
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３－４－１ 町社会福祉協議会等への活動支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 7 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 65 65

Ｒ９ 65 65

Ｒ10 65 65

３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

Ｒ７

理由：

Ｒ７
障がいに関する悩み事について、気軽に相談することができ、
障がいを持つ方の「集いの場」として交流を図った。

事業費（千円）

事業 通いの場づくり支援事業

事業 重度身体障害者タクシー運賃助成
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

重度身体障がい者（上・下肢、体幹機能障害１級及び視覚障害者１級）のタ
クシー利用時に初乗り運賃の助成を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

障がいに関する悩み事について、気軽に相談することができ、障がいを持つ
方の「集いの場」として様々な活動を楽しみながら幅広い世代の交流を目指
す事業。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

通いの場づくりの支援

通いの場づくりの支援

通いの場づくりの支援

・事業実施の効果

事業の進捗・達成状況・今後の予定

タクシー利用時に初乗り運賃の助成を行い、障がい者の経済的
負担軽減及び福祉の増進を図った。

事業費（千円）

「集いの場」として様々な活
動を楽しみながら幅広い世代
の交流を図るため。障がい者の交流と福祉向上。

タクシー利用時の初乗り運賃の助成の実施

タクシー利用時の初乗り運賃の助成の実施

タクシー利用時の初乗り運賃の助成の実施

・事業実施の効果
障がい者の経済的負担軽減及
び福祉の増進を図るため。障がい者の経済的負担軽減及び福祉の増進。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業 社会を明るくする運動推進事業
担当課

町民生活課

社会を明るくする運動の推進

Ｒ７
継続した取り組みを行うことで、安全で安心して暮らせる地域
社会を築くことができた。

事業費（千円）

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

犯罪や非行を防止し、安全で安心して暮らすことができる明るい地域社会を
築くこと、また、再び犯罪や非行をしないように、犯罪や非行をした人たち
の更生について理解を深め、その立ち直りを支える社会を築くための取組を
行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

事業の進捗・達成状況・今後の予定

社会を明るくする運動の推進

社会を明るくする運動の推進

・事業実施の効果 犯罪や非行防止し、安全で安
心して暮らすことができる地
域社会を築いていくため。

社会を明るくする運動の啓発活動をとおして運動の趣旨を理解してもらい、
犯罪や非行の予防が図られる。
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３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 150 158 92 400

Ｒ９ 150 158 92 400

Ｒ10 150 158 92 400

３－４－２ 人にやさしいまちづくり

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 16 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 189 351 540

Ｒ９ 189 351 540

Ｒ10 189 351 540

３－４－３ 障がい者の自立と社会参加の促進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 133,779 60,811 194,590

Ｒ９ 133,779 60,811 194,590

Ｒ10 133,779 60,811 194,590

事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

障がい者に対し支援給付を行う。
重度心身障害者医療費補助や障害福祉サービス、障害児通所支援サービス等
の給付。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

障がい者の経済的支援及び福
祉向上を図るため。障がい者の経済的支援及び福祉向上

・事業実施の効果

Ｒ７

障がい者に対する支援給付実施

障がい者に対する支援給付実施

事業の進捗・達成状況・今後の予定

高齢者のバリアフリー住宅改修に伴う助成として実施。
事業費（千円）

住宅改修に対し助成事業を実施

住宅改修に対し助成事業を実施

住宅改修に対し助成事業を実施

高齢者の介護予防のために必
要である。高齢者の介護予防。

Ｒ７
高齢者の要介護及び要支援の認定を受けている被介護者やご家族が
生活しやすいようにするための住宅改修費用の一部を助成し、介護
予防に努めた。

事業費（千円）

事業 住宅のバリアフリー助成事業（保健福祉課）
担当課

障がい者に対する支援給付実施

事業 障がい者支援事業
担当課

保健福祉課

Ｒ７ 障がい者の経済的支援及び福祉向上を図った。

事業 住宅のバリアフリー助成事業（都市建設課）
担当課

都市建設課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の要介護及び要支援になることを予防するため、住宅改修費用の一部
を助成する事業。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

高齢者の要介護及び要支援の認定を受けている被介護者やご家族が生活しや
すいようにするための住宅改修費用の一部を助成する事業。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

住宅改修１０件

・事業実施の効果 被介護者やご家族が生活しや
すいようにするための住宅改
修費用の一部を助成し、介護
予防を図るため。

高齢者の介護予防。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

住宅改修１０件

住宅改修１０件

保健福祉課
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３－４－３ 障がい者の自立と社会参加の促進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 100 100

Ｒ９ 100 100

Ｒ10 100 100

３－４－３ 障がい者の自立と社会参加の促進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 60 60

Ｒ９ 60 60

Ｒ10 60 60

３－４－４ 生活の安定・自立への支援

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 0

Ｒ９ 0

Ｒ10 0

会員の親睦と福祉増進を図る
ため。会員の親睦と福祉増進。

Ｒ７

事業 手をつなぐ親の会活動支援事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

会員相互の親睦及び地域理解の協力並びに融和を図る手をつなぐ親の会の運
営支援。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

身体障がい者福祉協会に対する補助継続

身体障がい者福祉協会に対する補助継続

・事業実施の効果

身体障がい者福祉協会に対する補助継続

事業 身体障がい者福祉活動支援事業

事業
内容

理由：

事業の進捗・達成状況・今後の予定

手をつなぐ親の会に対する補助継続

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
生活自立への支援及び相談、関係機関との連携を行い、地域福
祉の向上を図った。

事業費（千円）

事業 援護サービス・生活困窮者自立支援事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度）

Ｒ７ 手をつなぐ親の会の運営支援を行い、福祉増進に努めた。
事業費（千円）

施策の方向性と理由

生活自立への支援及び相談。
関係機関との連携。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

県社会福祉協議会や町社会福祉協議会との連携し事業実施

県社会福祉協議会や町社会福祉協議会との連携し事業実施

県社会福祉協議会や町社会福祉協議会との連携し事業実施

・事業実施の効果 生活自立への支援及び相談を
し、地域福祉の向上を図るた
め。地域福祉の向上。

積極的社会参加と自立更生と
福祉増進を図るため。積極的社会参加と自立更生と福祉増進。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

身体障がい者福祉協会の運営支援し福祉増進を図った。
事業費（千円）

年度） 施策の方向性と理由

担当課

保健福祉課

身体障がい者の積極的社会参加による自立更生と福祉増進を図る身体障がい
者福祉協会の運営支援。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

手をつなぐ親の会に対する補助継続

手をつなぐ親の会に対する補助継続

・事業実施の効果
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３－４－５ 包括的な相談支援体制の整備

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 8 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 5,047 4,021 9,068

Ｒ９ 5,047 4,021 9,068

Ｒ10 5,047 4,021 9,068

３－４－６ 自殺対策の推進

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 3 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 155 155 310

Ｒ９ 155 155 310

Ｒ10 155 155 310

３－４－７ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 28 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 100 315 415

Ｒ９ 100 315 415

Ｒ10 100 315 415

地域包括支援センターや町社会福祉協議会等との連携

地域包括支援センターや町社会福祉協議会等との連携

地域包括支援センターや町社会福祉協議会等との連携

事業 包括的な相談支援体制整備事業
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

地域包括支援センターや町社会福祉協議会などの関係機関と連携し包括的な
相談支援体制の整備を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果 分野別では対応しきれない複
雑化･適合化する困りごとに対
応するため

分野別では対応しきれない複雑化・適合化する困りごとなどにも的確に対応
できる

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７
事業費（千円）

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ3
～Ｒ７

心の健康に関する広報活動を行い自殺対策について啓発を図っ
た。

事業費（千円）

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

心の健康に関する講演会や広報活動を実施

事業 自殺対策推進事業（再掲3-1-1）
担当課

保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

令和４年度に「新地町いのち支える自殺対策計画」に基づき、誰も自殺に追
い込まれることがないよう、ゲートキーパー（悩んでいる人に気づき、必要
な支援につなげ、見守ることができる人）の養成をし、また講演会を開催
し、睡眠や休養の重要性を理解し、心の病気についての知識と対処方法を住
民に習得してもらい、自殺対策について推進していく。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

・事業実施の効果
自殺対策に関する啓発を図る
ため。心の健康を保つ方法を理解し、自殺者の減少を図る。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

・事業実施の効果

事業 収納率特別対策事業
担当課

町民生活課／税務課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

国民健康保険税の適正化と収納率向上について、納税者が不公平にならない
よう未納者に対し納税相談を実施。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

Ｒ７
国民健康保険税収納体制の充実強化、滞納分の徴収確保、未然
防止に努めてきた。今後も取組の強化を図っていく。

事業費（千円）

納税相談、口座振替等の利用促進を図りながら、収納率の向上を図る

納税相談、口座振替等の利用促進を図りながら、収納率の向上を図る

徴収事務の一層の充実強化を
通じて、その適正課税及び完
全徴収を図り、事業の健全な
運営を目的とするため。

収納率向上。

納税相談、口座振替等の利用促進を図りながら、収納率の向上を図る
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３－４－７ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 28 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 120 120

Ｒ９ 120 120

Ｒ10 120 120

３－４－７ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 28 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 646,166 42,691 181,059 869,916

Ｒ９ 646,166 42,691 181,059 869,916

Ｒ10 646,166 42,691 181,059 869,916

３－４－７ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｈ 20 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 100,971 149,123 250,094

Ｒ９ 100,971 149,123 250,094

Ｒ10 100,971 149,123 250,094

Ｒ７
国民健康保険被保険者証・高齢受給者証年次一斉更新や高齢受給者証・高額療養費
支給申請等の毎月の勧奨の際に制度関連のパンフレットを同封し送付。町広報にお
いても制度関連情報を掲載。今後も周知広報に努めていく。

事業費（千円）

事業 国民健康保険等普及啓発事業
担当課

町民生活課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

被保険者の国民健康保険制度に対する理解を深め、円滑な事業運営につなげ
ることを目的とし、保険証更新時に各世帯へ制度に関するパンフレット等を
配布。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

国民健康保険制度の周知。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

理由：

Ｒ７ 後期高齢者医療特別会計が適正に維持された。
事業費（千円）

後期高齢者医療特別会計の維持

事業 国民健康保険事業
担当課

町民生活課

事業
内容

年度）

年度） 施策の方向性と理由

Ｒ７

後期高齢者医療事業は、７５歳以上の方と、６５歳以上７５歳未満で一定の
障がいのある人が後期高齢者医療保険に加入して、安心して医療を受けるた
めの制度である。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

事業 後期高齢者医療事業
担当課

町民生活課

事業
内容

・事業実施の効果

理由：

国民皆保険制度の維持。

国民健康保険特別会計の維持

国民健康保険特別会計の維持

国民健康保険特別会計の維持

・事業実施の効果

事業の進捗・達成状況・今後の予定

国民健康保険制度の啓発

国民健康保険制度の啓発

国民健康保険制度の啓発

・事業実施の効果

後期高齢者医療特別会計の維持

後期高齢者医療特別会計の維持

高齢者の健康維持。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

施策の方向性と理由

被保険者が安心して医療が受けられる国民皆保険体制を維持し、その給付と
負担が公平な制度となるよう健全かつ円滑な事業運営を図る。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

理由：

保険給付、保健事業の取組み
による被保険者の健康の保
持・増進を図る。国民皆保険の維持。

被保険者の国民健康保険制度
に対する理解を深め、円滑な
事業運営につなげるため。

保険給付、保健事業の取組みによる被保険者の健康の保持・増進、また、保
険税収納の取組みによる財源確保を行ってきた。今後も健全かつ円滑な事業
運営を図っていく。

事業費（千円）
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３－４－７ 社会保障制度の充実

・事業全体の内容 （事業期間：Ｒ 6 年度～Ｒ 10

年度

国県支出金 地方債 その他 一般財源 計

Ｒ８ 330,017 354,778 198,455 883,250

Ｒ９ 330,017 354,778 198,455 883,250

Ｒ10 330,017 354,778 198,455 883,250

事業 介護保険事業
保健福祉課

事業
内容

年度） 施策の方向性と理由

介護保険事業を行うための、特別会計の運営を行う。

■継続　　□充実　　□縮小
□廃止　　□終了　　□新規

介護保険特別会計の維持

担当課

理由：

・事業実施の効果

介護保険の維持を図るため。
介護保険の維持。

事業の進捗・達成状況・今後の予定

Ｒ７ 介護保険事業の適性化に努めた。
事業費（千円）

介護保険特別会計の維持

介護保険特別会計の維持
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